
▼
労
働
基
準
法
の

適
用
除
外
の
容
易

化
に
向
け
て
議
論

し
て
い
た
厚
生
労

働
省
の「
労
働
基

準
関
係
法
制
研
究
会
」（
労

基
研
）が
ま
と
め
の「
報
告

書
」を
１
月
８
日
に
公
表
し

た
◆
労
基
法
と
は
、労
働
時

間
や
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど

働
く
上
で
の
最
低
基
準
を
定

め
た
法
律
で
使
用
者（
企
業
）

へ
の
労
働
条
件
へ
の
縛
り
と

な
る
も
の
◆「
報
告
書
」は
、

こ
の
最
低
規
制
を
簡
素
な
飾

り
に
し
て
、細
か
い
部
分
は

各
企
業
の
労
使
自
治
に
委
ね

ろ
と
い
う
も
の
◆
さ
ら
に

「
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」の
基
盤
強
化
を
狙
っ
て
い

る
が
、団
体
交
渉
を
行
え
る

労
働
組
合
と
は
別
物
と
考
え

て
い
る
よ
う
◆
こ
の
ご
時
世

か
ら
考
え
る
と
、労
働
組
合

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
◆
先
日
、東
京
土

建
品
川
支
部
の
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
、分
散
会
の
な
か

で「
拡
大
」と
い
う
言
葉
が

「
固
い・
重
い
」イ
メ
ー
ジ
で
あ

ま
り
好
き
で
は
な
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
◆
組
合
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
が
、自
分
も

正
直
好
き
で
は
な
い
◆
67
年

の
歴
史
が
あ
る
と
は
言
う
も

の
の
、時
代
は
変
化
し
て
い
る

で「
品
川
ロ
ー
カ
ル
」で
何
か

考
え
て
ほ
し
い
◆
ち
な
み
に

城
南
保
健
生
活
協
同
組
合

で
は「
仲
間
増
や
し
」と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
る
◆
や
る

こ
と
は
同
じ
だ
が
、少
し
で

も
楽
し
く「
拡
大
」に
打
っ
て

出
た
い
◆

（
豊
分
会
　
富
彌
良
則
）

前建

　
４
月
13
日（
日
）、
品
川
区

立
総
合
区
民
会
館
「
き
ゅ
り

あ
ん
」
に
て
、
第
68
回
定
期

大
会
を
代
議
員
１
０
９
名
・

来
賓
23
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
小
林
執
行
委
員
長
・
来
賓

の
挨
拶
を
終
え
、「
24
年
度

一
般
経
過
報
告
」「
24
年
度

決
算
報
告
」
の
採
択
、「
25

年
度
運
動
方
針
案
」「
25
年

度
予
算
案
」
の
提
案
ま
で
を

午
前
中
に
終
え
、
午
後
か
ら

は
「
分
散
会
」
を
９
会
場
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
分
散
会
の
テ
ー
マ
を
「
品

川
支
部
創
立
67
年
・
こ
ん
な

組
合
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

し
、
各
分
散
会
で
は
、
組
合

の
良
い
所
や
、
魅
力
あ
る
組

合
に
近
づ
け
る
た
め
、
一
人

　
組
合
員
、ご
家
族
の
皆
さ
ん
、

日
頃
よ
り
様
々
な
組
合
活
動
へ

の
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、

新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
心
か

前建

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
１
年
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
、
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
13
日（
日
）、「
大

井
町
き
ゅ
り
あ
ん
」
に
て
品
川

支
部
第
68
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
、
前
大
会
か
ら

１
年
の
総
括
を
行
い
、

新
年
度
の
方
針
を
確

立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
こ
近
年
、
地
震

等
の
自
然
災
害
、
社

会
情
勢
に
よ
る
物
価

執
行
委
員
長

　
　 

小
林
紀
久
夫

高
騰
は
、私
た
ち
の
生
活
環
境
・

仕
事
環
境
が
、
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
、
生
活
を
厳
し
い
も
の
に
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
業
界
に
お
い
て

は
、
建
設
従
事
者
不
足
に
加
え

「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
賃

金
や
残
業
規
制
等
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い

実
質
賃
金
、ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
問
題
、
税
と

社
会
保
障
の
問
題
等
々
、
厳
し

い
状
況
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
処
遇
改
善
を
求

め
て
多
く
の
組
合
員
・
家
族
の

ご
協
力
も
と
、
昨
年
１
０
０
万

人
請
願
署
名
を
後
押
し
に
、「
第

３
次
担
い
手
３
法
」
が
可
決
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
さ
ん
が
結
集
し
、
私

た
ち
の
処
遇
改
善
・
地
位
向
上

を
目
指
し
て
、
組
合
活
動
へ
の

お
声
か
け
や
、
ご
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
も
不
可

欠
で
す
。

　
新
年
度
も
組
合
員
・
ご
家
族

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
も
と
、
問
題
改
善
へ
向
け
て

結
集
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
な
っ
て

ほ
し
い
組
合
と
し
て
、「
若

い
人
も
参
加
し
や
す
い
雰
囲

気
が
あ
る
組
合
」「
保
険
や

補
助
が
手
厚
く
、
安
心
で
き

る
組
合
」
等
の
意
見
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
分
散
会
報
告
後
、
方
針
・

予
算
案
を
採
択
し
、
各
表
彰

式
・
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
を
行
な
い
、
最
後
に
、
津

田
書
記
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
大
会
は
無
事
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

● 品川区　森澤恭子　品川区長
● 東京土建国民健康保険組合
● 東京土建技術研修センター
● 職業能力開発短期大学校
 　東京建築カレッジ
● あかつき印刷株式会社
● こくみん共済コープ
 　東京推進本部
 　中南部支所
● 東京土建大田支部
 　他二十三支部

祝電・メッセージ一覧祝電・メッセージ一覧

団結して、がんばろう！（※豊分会・富彌さん提供）

小林執行委員長

東京土建本部 中宿書記次長
東京土建港支部 出井執行委員長
東京土建世田谷支部 大内副執行委員長
東京南部建設技能組合 小野執行委員長
首都圏建設産業ユニオン城南支部 水沼執行委員長
衆議院議員 石原　宏高
衆議院議員 阿部　祐美子
公明党　都議会議員　 伊藤　興一
共産党　都議会議員　 白石　民男
無所属　都議会議員 しのはら　りか
品川区議会自民党・無所属の会 松澤幹事長 
品川区議会公明党　 塚本よしひろ副幹事長
日本共産党品川区議団　 安藤幹事長・のだて副幹事長
しながわ未来 松永副幹事長・ひがし区議
品川区議会議員 田中　豪
 西本　貴子
 おぎの　あやか
 石田　しんご
 やなぎさわ　聡
品川地区労働組合協議会 木下執行委員長品川区職員労働組合
中央労働金庫　大井支店 岩﨑支店長
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小
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小
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大
橋
さ
と
子

執
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分
会
長
）

 

西
品
川
分
会 

坂
本

　建
次

 

後
　
地
分
会 

博
多
屋

　学

 

豊
　
越
分
会 

松
井

　広
仲

 

品
　
川
分
会 

金
城
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信

 

大
　
井
分
会 

中
橋
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二

 

五
反
田
分
会 

岩
﨑
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小
　
山
分
会 

佐
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南
品
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会 
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つ
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会 

富
彌
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会 

小
林

　豊
樹

 

二
　
葉
分
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飯
村

　秀
治

 

旗
　
中
分
会 

内
田

　敏
男

 

八
丈
島
分
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秋
田

　悦
男

青
年
部

 

部
　
長 

宮
本

　秀
人

 

副
部
長 

赤
川

　拓
郎

 

書
記
長 

荒
井

　修
平

主
婦
の
会

 

会
　
長 

津
田

　順
子

 

副
会
長 

大
面
ひ
と
み

 
 

村
越

　千
秋

 

事
務
局
長 

畠
山

　郁
子

シ
ニ
ア
品
川

 

会
　
長 

大
西

　
　晃

支
部
執
行
委
員

新
役
員
あ
い
さ
つ

新
役
員
あ
い
さ
つ

来賓の皆さん（敬称略・順不同）来賓の皆さん（敬称略・順不同）

私
達
の
処
遇
改
善
と
地
位
向
上
を
目
指
し
て

私
達
の
処
遇
改
善
と
地
位
向
上
を
目
指
し
て

第
68
回
品
川
支
部
定
期
大
会
開
催

第
68
回
品
川
支
部
定
期
大
会
開
催

　ただ今、春の仲間を増やす月間です。組合
員・家族の皆さんの中で、東京土建に未加入
の、建設業で働くお知り合いの方がおりまし
たら、組合事務所まで情報をお寄せ下さい。

5月１日現在組合員数2,024名

お　知　ら　せ

建 設 な ん ぶ ２０２５年５月１日（１） （昭和�年�月６日
第三種郵便物認可）（毎月１日・１０日

２０　日 発 行）
発 行 所

東 京 土 建 一 般 労 働 組 合
南 部 ブ ロ ッ ク 会 議

品川区戸越５―18―２
☎（３７８３）０４７１

代表者 井 澤 典 一
定価　１部　50円
（購読料は組合費に含まれています）
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賃
金
・
単
価
は
引
き
上
が
り

ま
せ
ん
。
私
達
は
、
自
ら
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
を
請

求
要
求
す
る
こ
と
で
、
自
分

と
家
族
、
そ
し
て
仲
間
の
仕

事
と
暮
ら
し
を

守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」

と
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
集
会
後
は
全

員
で
、  

Ｊ
Ｒ
大

井
町
駅
阪
急
前

へ
移
動
し
、
街

行
く
人
々
に
チ

ラ
シ
を
配
り
、

宣
伝
行
動
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
会
議
と
集
会
に
参
加
し
て

頂
い
た
、
組
合
員
の
皆
様
、

南
部
建
設
・
建
設
ユ
ニ
オ
ン

城
南
支
部
の
皆
様
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
品
川
分
会
の
分

会
長
に
就
き
ま
し
た
、
金
城

と
申
し
ま
す
。

　
抱
負
に
つ
い
て
で
す
が
、

東
京
土
建
に
入
会
し
て
10
年

ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
活
動
内

容
等
、
理
解
し
て
い
な
い
事

　
３
月
25
日
（
火
）、
品
川

支
部
会
館
に
、
支
部
役
員
と

各
分
会
か
ら
参
加
者
と
、
都

連
傘
下
の
南
部
建
設
の
組
合

員
が
集
ま
り
（※

建
設
ユ
ニ

オ
ン
は
別
会
場
）、  

Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
で
、
全
建
総
連
東
京
都

連
主
催
の
「
３
・
25
全
都
一

斉
賃
金
宣
伝
行
動
決
起
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
の
後
、
来
賓

と
し
て
参
加
し
た
、
立
憲
・

共
産
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・

公
明
等
の
政
党
か
ら
挨
拶
を

頂
き
、
全
建
総
連
賃
金
対
策

～そのために、今、私ができること～

部
長
の
長
谷
部
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
「
建
設
業

で
の
新
た
な
取
引
ル
ー
ル
と

な
る
、
第
３
次
担
い
手
３
法

が
制
定
さ
れ
た
事
を
好
機
と

捉
え
、
大
幅
な
賃
金
・
単
価

引
き
上
げ
、
要
求
請
求
交
渉

運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
建

設
業
は
今
、
空
前
の
危
機
に

あ
り
ま
す
。
物
価
が
高
止
ま

り
、
仲
間
の
多
く
は
生
活
苦

に
喘
い
で
い
ま
す
。
人
手
が

足
り
ず
に
廃
業
や
倒
産
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
賃
金
・
単

価
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
今

ほ
ど
求
め
ら
れ
る
時
は
あ
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
い
て
も
、

品川支部創立67年

　
私
は
令
和
６
年
春
、
東
京

土
建
組
合
に
新
規
加
入
し
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
、
健
康

保
険
料
の
金
銭
的
負
担
を
軽

減
で
き
る
と
知
っ
た
事
で
す
。

　
謹
ん
で
本
音
を
漏
ら
し
ま

す
と
、
保
険
以
外
の
目
的
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
あ

り
ま
す
が
、
月
定
例
開
催
の

分
会
で
行
な
わ
れ
て
い
る
署

名
活
動
等
か
ら
、
諸
先
輩
方

が
東
京
土
建
組
合
と
い
う
団

体
を
、
下
支
え
す
る
べ
く
重

ね
て
き
た
努
力
に
よ
り
、
優

遇
さ
れ
た
保
険
条
件
を
得
ら

れ
て
い
る
と
理
解
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
61
歳
と
７
ヶ
月

ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
60
歳

の
誕
生
日
に
、
還
暦
と
い
う

事
実
を
そ
れ
な
り
に
感
慨
深

く
受
け
止
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
・
副
業
の

ア
ル
バ
イ
ト
先
、
そ
し
て
南

品
川
分
会
に
お
い
て
「
60
歳

ま
だ
ま
だ
若
造
じ
ゃ
ん
」
と

い
う
現
実
社
会
を
垣
間
見
て

い
ま
す
。
大
風
呂
敷
は
広
げ

ま
せ
ん
。
出
来
る
限
り
に
て
、

こ
の
役
目
を
務
め
ま
す
。

が
多
く
、
徐
々
に
で
す
が
理

解
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
諸
先
輩
方
の
よ

う
に
、
各
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
時
世
な
の
で
、
こ

ち
ら
の
都
合
通
り
に
な
ら
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

3.25

第１分散会
●昔、土建に入ってすぐに事故にあい、保険で助けられ、書記さんに
も大変お世話になったので、その後、役員をやり、拡大に貢献した。
●一人親方で仕事をしているので、国民健康保険に入ってたが、保険
料が高いのでネットで色々と保険を見ていたら、土建の保険が推奨さ
れていて、保険料が安かったので、土建に入ることにした。●アスベス
ト問題で、賠償の事など書記の方に色々とやって頂き、労災を無事に
頂け、本当に良かった。●一人親方・共済制度等、色々あるので、土
建に入って助かる。元請の不払いを土建で対応して頂き、助かった。
それからお手伝いを兼ねて、自分の出来る事を土建でやっていこうと
思った。●集まりに来ない人、電話に出ない人等、共済を知らず、入
学の図書カードを貰っていない人がいたりするので、しっかりと伝え
るようにする。（組合費に含まれているので）●ネット時代なので、ネ
ットで配信をした方が良いのでは？土建ファミリーカードのお店で、魅
力的なお店があまりないように思う。若い人向けに、コンビニ・ファ
ミレス等の割引を検討してみたらどうか。

座長・小林紀久夫　書記・大面ひとみ

第３分散会
●どけん共済があり、コロナウイルスの時は高齢者にとって魅力で、給付を
受けたのは大変良かった。●組合に入って住宅センター協議会に参加でき、
仕事確保に大変役立っている。●包丁研ぎ講習等、職種・男女問わずに参
加でき、行動費までもらえるのは大変うれしい。●若い世代の子供のいる
家族にとって、BBQ、バスハイクは格安に行けて、すごく魅力的。●人と人
との集まりに参加する事により仲間
が出来たので、仕事の忙しいおり、
手伝いをしてもらえる事が出来た。
●拡大行動やチラシ配布等の時に、
上記の魅力を伝える。事業所を立
ち上げようと思っている若い人に支
部へ相談にいくように勧める「啓
発チラシ」の作成をお願いしたい。

座長・佐布　繁男　書記・岡﨑　新治第７分散会
●保険料が割安である。●共済制度は充実している。●資格取得がたくさんの種
類がある。●入院時の委任払い。●仲間同士の横のつながりが出来て、仕事が広
がっていった。各種共済制度が
充実して安心出来る組合。バス
ハイク等の参加費が安い。●拡
大時、国保料の安さをアピール。
飲み会に誘って、行動人員を誘
っています。小さなイベントの誘
いからの行動人員を増やす。

座長・河崎　弘樹　書記・石塚　良美

第８分散会
☆私が思う組合の良いところ
●組合費が口座引き落としになり、徐々に完納分会が増えたこと。●様々な共済
制度があること。●労災や医療制度を利用する時、支部の方（書記）が手続きを
してくれるところ。（書類等）●イベント参加を通じて、仲間作りが出来るところ。
●仲間と交流を深めていく中、色々な情報を得ることが出来るところ。
☆どういった組合が魅力的か？
●仲間と交流が出来るイベントがある組合。●もしもの時に役立つ共済制度が充
実した組合。●保険料を口座引落しで収められる組合。
☆一人ひとりが出来ること
●イベントに参加してみる。●イベント参加等の声かけ。（「一緒に参加してみまし
ょう」）●制度を活用する。また、制度を知らない人に伝える。

座長・菅原　正樹　書記・村越　千秋

第９分散会
☆私の思う組合の良いところ
●同じ建設業同士で情報交換。●バ
スハイクなど割安で遊びに行ける。
●免許取得の補助などあって助か
る。●土建組合のなんでも相談しや
すい窓口がある。●議員さんと話せ
る機会があって、行政の話が聞ける。
☆どういった組合が魅力的か
●若い人も参加しやすい雰囲気が
ある組合。●保険や補助が手厚く、安心出来る組合。
☆魅力的な組合に近づけるために出来ること
●SNSやLINEでの情報イベント告知もスマホで簡単に見られる。●実際にあっ
た「助かった」事例を紹介して組合の良さを広める。●会報やSNSに「保険で
こんなに助かった」「免許補助で資格を取れた」などのリアルな声を掲載する。

座長・宮下　鉄弥　書記・石井　伸弥

第４分散会
●共済制度、国保は安いし、入院した時・何かあった時に助かる。介護保
険料が安い。●事務手続きを簡単に出来るし、してもらえる。●仲間との楽
しいつながりができる。●安心して仕事を頼める地域の職人の強固な組織を
作る。●若い人の子育て世代は活動に出て来ないが、飲みにケーションはや
っている。●住宅デー等、率先して継続活動していることを見てもらう。●自
分でもやってみたいと思うような組合活動していく。●イベントに参加する
と役をしなくてはならないと思っている人が多いので、後輩をイベントに無
理やり参加してもらう。

座長・松井　広仲　書記・小林　秀之

第５分散会
●保険料が安い。縦と横のつながりが出来る。困りごと、仕事の悩み等、
支部の方が色々と対応してくれて助かる。●拡大をする旨、ライン・SMS
にて通知し、来てもらうように促す。●後継者が出て来ない。分会の範囲
が理解できない。（自分の分会は分かるが…）●出て来る人が限られている。
資料の数が多過ぎる。

座長・佐藤　博信　書記・松本　利弘

第６分散会
●１年通じて健康診断を行なっている事は、組合員の健康を守れるので良
いと思う。●健康保険料が安い。国民健康保険料は高い。●資格取得制度
は助かる。●労働運動活動により、コミュニケーションが出来る。●個人へ
の声かけよりも、法人への声かけが良いのでは。●土建共済会で助かった。
（充実している）●親子での参加が充実している（割安感あり）

座長・津田　光久　書記・坂本　建次

第２分散会
●30年位前に加入。住宅デーに参加した事から組合へ加入。加入し
た頃は若い組合員が少なく交流が少なかったが、少しずつ参加するよ
うになった。役員になって色々と情報が入り、世間が広がった様に思う。
包丁研ぎの講師をするようになって、包丁を研げる人が増えてきた様
に思う。横のつながりも出来て、仕事につながっている。●主人が亡
くなった時に、組合員さんから声をかけてもらい、仲間のありがた味
が分かった。今でも参加できて感謝。主人の入院時に高額の治療費
に保険が使えてありがたかった。●サポート体制がしっかりとしている
のが、ありがたかった。参加できるものはなるべく参加して横のつな
がりを作っていくのが一番では。●イベントは年に１・２回しかないの
が残念。狭い島で元々つながりはあるが…健康診断・資格講習はあ
りがたい。（※八丈島分会）●インフルエンザ補助金は助かる。（※子
供が小さいので）群会議の事は知らなかったので、今後参加していく
事を考える。病気になった時、助かった。●品川区の国保より、土建
国保の方が安かったので加入した。役員になって会議の数が多いと思
う。会議の回数を減らしたらどうか。資料配布だけの群会議ではなく、
強制的に集まってもらうには、どうしたら良いか考えてみる。（※資料
配布なら郵送でもいいのでは…）●群会議出席要請のハガキを出して
みるのはどうか。●活動する時間が午後７時からだと、若い人は仕事
があって難しい。（時間的に参加は難しい）

座長・藤原　延行　書記・畠山　郁子

①「私の思う、組合の良いところ」を共有しましょう。
②「①」で出た「組合のよいところ」をもとに、どういう組合
が魅力的か、３つ決めましょう。
③「②」で上げた魅力的な組合に近づけるために、一人ひとり
（自分が）できること（やっていること）を発表しましょう。
※紙面の都合上、全ての意見を掲載することが出来ないことをご了承下さい。
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さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
年
振
り
の
バ
ス
ハ
イ
ク

当
日
は
、
花
冷
え
の
す
る
雨

の
中
、
バ
ス
が
出
発
し
ま
し

た
。

　
道
の
駅
で
の
買
い
物
、
フ

ラ
ミ
ン
ゴ
を
見
な
が
ら
の
昼

食
、
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン

タ
ー
の
見
学
、
そ
し
て
、
メ

イ
ン
の
「
い
ち
ご
狩
り
」
で

す
。
数
メ
ー
ト
ル
上
に
吊
り

下
げ
棚
に
、
い
ち
ご
が
並
ん

で
お
り
、
手
の
届
く
高
さ
ま

で
下
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
時
の
「
い
ち
ご
」
達

の
可
愛
ら
し
さ
に
思
わ
ず

「
か
わ
い
い
」
と
声
を
発
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
５
種
の

い
ち
ご
の
食
べ
比
べ
で
す
。

　
私
は
「
あ
ま
い
ち
ご
」
と

い
う
品
種
が
一
番
甘
い
と
感

じ
ま
し
た
。
40
粒
は
食
べ
た

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

　
帰
り
に
は
、
お
土
産
を
た

く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
子
供

さ
ん
の
参
加
も
あ
り
、
ほ
っ

こ
り
と
し
た
一
日
で
し
た
。

　
さ
つ
き
の
会
バ
ス
ハ
イ
ク
、

６
年
ぶ
り
の
開
に
参
加
で
き
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
あ
い
に
く
一
日
中
雨
で
し

た
が
、
子
供
２
人
も
「
い
ち

ご
狩
り
」
や
見
学
を
楽
し
み
、

想
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
準
備
し
て
下
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
致
し
ま
す
。

「
会
計
報
告
」
が
あ
り
、
全

て
採
択
さ
れ
、「
新
役
員
体

制
」
の
承
認
を
受
け
て
総
会

を
終
え
、
第
二
部
の
懇
親
会

と
な
り
、
食
事
・
歓
談
で
親

睦
を
は
か
り
、
高
柳
副
会
長

に
よ
る
三
本
締
め
で
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
シ
ニ
ア
品
川
で
は

会
員
を
増
や
す
運
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

組
合
員
の
御
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。楽
し
い「
一

泊
温
泉
旅
行
」や「
男
の
料
理

教
室
」
等
、
様
々
な
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御

入
会
下
さ
い
。会
員
一
同
、心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
お
陰
で
渋
滞
や
人
の

混
雑
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

な
く
、
各
所
で
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
特
に
「
天
空
の
イ
チ
ゴ
狩

り
」
は
初
め
て
の
経
験
で
し

た
の
で
、
上
か
ら
自
動
で
棚

　
花
冷
え
の
す
る
３
月
30
日

（
日
）、
第
22
回
シ
ニ
ア
品
川

の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
、
会
員
数

１
４
５
名
に
対
し
て
、
参
加

代
議
員
44
名
、
委
任
状
出
席

67
名
の
合
計
１
１
１
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
会
長
の
挨
拶
の
中
、

こ
の
一
年
で
13
名
の
会
員
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
、
個
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
恒
例
の
健
康
教
室

に
、
代
々
木
病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
川
嶋
理

学
療
法
士
を
講
師
に
迎
え

「
い
き
い
き
１
０
０
歳
時

代
！
無
理
な
く
続
く
健
康
体

操
」
と
い
う
題
で
、
体
操
で

使
う
筋
肉
等
の
説
明
を
受
け
、

実
際
に
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
休
憩
を
は
さ
み
、

「
活
動
報
告
」「
方
針
案
提
案
」

が
降
り
て
く
る
様
子
は
圧
巻

で
し
た
。
数
種
類
の
イ
チ
ゴ

を
食
べ
比
べ
る
な
ど
普
段
な

い
こ
と
な
の
で
贅
沢
な
時
間

を
満
喫
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
ス
タ
ー
ナ
イ
ト
」
と
い

う
品
種
が
、
私
の
お
気
に
入

り
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

食
べ
ま
し
た
が
、
甘
味
・
酸

味
・
深
み
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
味
わ
い
に
イ
チ
ゴ
を
摘
む

手
が
止
ま
ら
ず…

何
個
食
べ

た
の
だ
ろ
う
か（
笑
）

　
昼
食
の
「
カ
ニ
ピ
ラ
フ
」

も
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

カ
ニ
が
た
っ
ぷ

り
盛
ら
れ
て
い

て
、
至
福
の
ひ

と
時
で
し
た
。

や
は
り
美
味
し

い
も
の
は
人
を

幸
せ
に
す
る
な

ぁ
と
実
感
す
る

旅
で
し
た
。

　
そ
の
他
移
動

中
な
ど
様
々
工

夫
し
て
頂
き
ま

し
て
、
企
画
・

運
営
し
て
く
だ

も
定
着
し
た
こ
と
も
あ
り
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順

調
に
進
み
、
組
合
員
・
家
族

１
６
４
名
が
受
診
し
、
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
形
で
集
団
健
診
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
足
か
け
９
年
に
な
り
ま

す
が
、
八
丈
島
分
会
の
24
年

度
特
定
健
診
受
診
率
が
71
・

３
％
と
な
り
、
国
が
定
め
る

目
標
を
達
成
し
、
品
川
支
部

【
社
会
保
障
対
策
部
報
告
】

　
４
月
16
日（
水
）、八
丈
町
・

大
賀
郷
公
民
館
に
て
、
集
団

健
康
診
断
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
前
日
強
風
の
影
響
に
よ
り

欠
航
便
が
出
る
中
、
ス
タ
ッ

フ
の
渡
島
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
無
事
に
到
着
し
、
健

診
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
一
昨
年
よ
り
レ
ン
ト
ゲ
ン

車
を
持
ち
込
み
、
事
前
撮
影

八
丈
島
分
会
集
団
健
診

全
体
の
特
定
健
診
受
診
率
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
島
の
組
合
員
・

家
族
の
健
康
を
守
り
、
２
年

連
続
の
特
定
健
診
受
診
率
70

％
超
え
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

164名の組合員・家族が受診
参加者みんなで健康体操！

イ
チ
ゴ
を
摘
む
手
が

止
ま
ら
な
い
！

想
い
出
に

　残
る
一
日
に

思
わ
ず「
か
わ
い
い
！
」

家
族
が
日
本
に
遊
び
に
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。
時
間
が
合

え
ば
観
光
を
し
た
り
、
食
事

を
共
に
し
た
り
と
、
私
自
身

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
皆
が
必
ず
言
う
事

が
「
日
本
の
治
安
が
良
い
」

「
公
衆
ト
イ
レ
が
綺
麗
」「
町

に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
」。

　
確
か
に
、
海
外
に
比
べ
る

　
以
前
か
ら
気
に
な
る
事
が

あ
り
、
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
い
頃
か
ら
海
外
に
行

く
事
が
あ
り
、
そ
の
た
め
海

外
の
友
達
も
多
く
、
今
般
の

円
安
も
あ
り
、
去
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
友
達
や
、
そ
の

と
、
日
本
の
治
安
は
素
晴
ら

し
い
し
、
公
衆
ト
イ
レ
も
毎

日
清
掃
し
て
下
さ
る
方
が
い

る
の
で
綺
麗
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
に
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
な
い
と
い
う
点
に
違

和
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
住
む
町
を
歩
い
て
い

て
も
、
確
か
に
道
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
で
よ

く
通
る
国
道
15
号
の
大
森
海

岸
か
ら
平
和
島
辺
り
の
中
央

分
離
帯
に
、
大
変
多
く
の
ゴ

ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま
す
。

安
全
で
綺
麗
な
東
京
に

安
全
で
綺
麗
な
東
京
に

品
川
分
会

　小
野
塚
龍
太
郎

　
時
々
そ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
綺

麗
に
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
た
す
ぐ
に
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
あ
の
ゴ
ミ
を
見

る
度
に
、
と
て
も
や
る
せ
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
ど
う
か
東
京
土
建
の
方
は
、

あ
の
様
に
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い

で
下
さ
い
。

　
そ
し
て
、
海
外
の
人
達
に

胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
安
全
で
、

綺
麗
な
東
京
に
な
る
事
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
ぶ
ら
り
品
川
は
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
品
川
区
を
出

て
目
黒
不
動
尊
を
紹
介
し
ま

す
。

　
目
黒
線
不
動
前
駅
か
ら
約

15
分
、
林
試
の
森
公
園
の
側

に
あ
り
、
正
式
名
称
は
泰
叡

山
龍
泉
寺
と
言
い
、
成
田
山

新
勝
寺
・
熊
本
の
木
原
不
動

尊
と
並
び
日
本
三
大
不
動
尊

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
最
古
の
不
動
尊
で
千

年
以
上
前
の
平
安
時
代
（
８

０
８
年
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
あ
る
本
堂
は
、
火
災
や

空
襲
で
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
し

ま
っ
た
た
め
、
１
９
８
１
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
落
語
の「
目
黒
の
さ
ん
ま
」

は
、
近
く
に
あ
っ
た
参
拝
者

の
休
憩
の
た
め
の
茶
屋
が
舞

台
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
年
中
枯
れ
る
こ
と
が
な

い
独
鈷
（
と
っ
こ
）
の
滝
も

有
名
で
、
龍
の
口
か
ら
滝
の

よ
う
に
流
れ
て
出
る
水
の
様

は
、
龍
泉
寺
の
名
そ
の
も
の

で
す
。

　
本
堂
の
裏
手
に
回
る
と
大

その 217

品
川
の
隣
の
神
社

目
黒
不
動
尊

目
黒
不
動
尊

日
如
来
が
祭
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
後
ろ
を
見
る
と
、
小
さ

な
大
日
如
来
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
月
28
日
に
は
縁
日
が
開

か
れ
て
い
て
、
夜
８
時
過
ぎ

ま
で
近
所
の
人
達
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
裏
手
の
不
動
公

園
で
は
、
子
供
達
が
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
３
度
の
大
火
災
か
ら
脱
出

し
た
不
動
明
王
が
祭
ら
れ
て

い
る
『
目
黒
不
動
尊
』。
品

川
か
ら
ち
ょ
っ
と
出
ま
す
が
、

ぜ
ひ
出
か
け
て
み
て
下
さ
い
。

豊
分
会

　
　臼
田
　紀
子

支
部
分
会

　
　島
袋
　真
麻

小
山
分
会

　
　石
塚
　良
美

裏手にある不動公園

日本最古の不動尊

い
ざ
！
い
ち
ご
狩
り
へ
！

天空のイチゴ園にて

豊
分
会

　
　松
本
　慶
子

シ
ニ
ア
品
川
会
長

　
　
　大
西
　晃

　シ
ニ
ア
品
川
総
会
開
催

第
22
回

天空のイチゴ狩りを満喫！天空のイチゴ狩りを満喫！天空のイチゴ狩りを満喫！天空のイチゴ狩りを満喫！

い
き
い
き
１
０
０
歳
時
代
！

い
き
い
き
１
０
０
歳
時
代
！

い
き
い
き
１
０
０
歳
時
代
！

い
き
い
き
１
０
０
歳
時
代
！

６年振りの開催！さつきの会バスハイク

第２１８４号２０２５年５月１日 （４）


